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種の分子状態の平衡系(高温型単量体(M) と二量体(D) 、低温型単量体(M *)と二量体( D *)より成り
立っていて、その平衡状態のあり方が酵素活性の発現に重大な影響をもっ。
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又M二三M織の変換は約190C ~ 150C の狭い温度範囲で急激におこる。すをわち190C 以上では、酵素はほ
とんど高温型 (M と D) で存在し、 150C 以下では低温型( M* と Dホ)で存在する。そして K3<( K1で、あ
り、この事は低温型は高温型にくらべはるかに平衡が単量体よりである事を示す。従って 190C→150C
のわずかの温度の変化により、高温型 (M ， D) が低温型 (M様、 D*) に急激に変動すると、平衡の
単量体への急激なずれが生じ、その結果全体としての活性のするどい変化が生ずることになる。







② D アミノ酸酸化酵素は溶液中では 4 種の分子状態の平衡系より成りたっている。
そしてこの酵素の機能発現には、サフ、、ユニットの解離会合反応が直接に重要な意味をもち、サブ
ユニットの異性化反応は二次的な意味をもつにすぎない。
③ サフ*ユニット間相互作用 (Monod のモデル、 Koshland のモデル等が存在する。)とならんで、サ
ブユニットの解離会合反応、は蛋白質の機能の発現および調節に重要な位置をしめるものと考えられ
る。
④ 将来において、これらサフ守ユニット間相互作用の概念と解離会合の概念を、より統一的な立場か
らながめるべく、実験および理論を発展させていきたい。
論文の審査結果の要旨
本論文は、反応速度論の立場より、 D-アミノ酸酸化酵素のサフゃユニットの機能について論じたも
のであり、単量体と二量体との機能の差を明らかにしたものである。また、両者の機能の差を利用し
て、本酵素のサフホユニットの平衡状態を定量的に解析し、本酵素の機能の発現に、単量体と二量体の
存在比が重要な位置をしめる事をも指摘している。
これらの点は、フラビン酵素の研究に貢献するだけでなく、一般に蛋白のサブユニットの解離会合
系の研究にも貢献するものである。
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